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ご使用にあたつて特につぎの点にご注意ください。

〔このベビーカーはSG基準B型に適合した 1人乗り用です。〕
●使用してよい乳幼児の年令 :生後 7ヵ 月以上満 2才 まで。

●連続使用時間 :1時 間以内が望 ましい。

●ご使用になる場合は、折 りたたみ構造の止め金具な

どが しっか りかかっているか (完全に開いた状態で

あるか)を ハン ドルを上下 させて確認 してか らご使

用 ください。

●乳幼児を乗せたまま持ち上げて移動しないでく

い。階段等で手を滑らせると大変危険です。

●座席やその他のところに、赤ちゃんを立たせないで

ください。

● 2人 乗 りをさせないでください。

●幌やハン ドルの上に物をのせた り、掛けた りしない

で ください。

だ さ



●ガー ドが付いていますが、シー トベル トは腰ベル ト

と股ベル トを併用し必ず締めて使用 してください。

またシー トベル トを締めていても万一の立ち上 りに

対 しては、十分ご注意 ください。

●空車であっても危険な場所での放置は絶対に避けて

ください。また、乳幼児を乗せたときや空車であっ

ても坂道等でス トッパーを過信 しなし、でください。

構造上、自動車のブレーキのような安全なものでは

ありません。

●歩道等の段を上がる時はハン ドル方向を対面ではな

く背面にしてご使用 ください。

●カゴには 5k9以上の荷物を載せないでください。

●ご使用の前に、ネジやナットがゆるんでないかチェ

ックしてください。

●ご使用中ハ ン ドルによりかかった

かけると、転●llするおそれがあ り

ご注意 ください。

り、過度の荷重を

ますので、十分に

●シー トクッションや、

に、赤ちゃんを乗せる

ます。ご注意 ください

アームレストカバーを付けず

と、指をはさむ危険性があり

●赤ちゃんを乗せたまま、

ベビーカーを離れないで

ください。





1)居 住性は?

●おフ トンのような柔らかシー トで、赤ちゃんにソフ

トな座 りごこちです。

● 3段 階 リクライエングで、寝た姿勢、あそv革、風景

を見るなど、目的に合わせてリクライエング角度を

選べます。

2)1央適性は?

●ハン ドルの方向替えで、お母さんの顔を見たり、外

の風景を見たりできます。

●シー トは、簡単に取 りはずせて水洗いできるので、

清潔な状態でお使いいただけます。

3)安 全性は

●コンビ独自の リンク式サスペンションで、悪路でも、

赤ちゃんへの影響が少なくなりました。

●ス トッパーは確実性の高いダブルロック方式になっ

ています。

●シー トベル トは、赤ちゃんの成長に合わせて調整で

きるので、赤ちゃんを優 しく、 しっかリホール ドし

ます。

1)操 作性|よ?

●開閉操作や、,リクライエング操作が、赤ちゃんをだ

いたまま、片手でできます。

●回転式アジャス トハン ドルなので、押す人の身長に

合わせて、ハン ドルの高さ調整ができ、 とても便利

です。

2)移 動には?

●新開発の、簡単 4輪 キャスター (車輪の回転メカニ

ズム)で 、方向転換がスムーズにできます。

※従来のキャスター回ック操作の難かしさを解消しま

した。

3 ) J又納性は?

●コンパク トに折 りたため、自立 しますので収納場所

を取 りません。

●車の トランクに収納するとき、ハン ドルを回転させ

ると、小さくなり、とても便利です。

4)お 洗濯 |よ?

●シートが簡単にはずれ、洗濯機で水洗いができます。

またアームレス トカバーや幌も簡単に取 りはずして、

ブラシ洗いができます。



※箱から出した後、ご使用になる前にアームレストカバー (6ページ)、

幌 (7ページ)を、取りつけましよう。      ・

デビユー」Fをひらきます
※イラス トは、幌、アームレス トカバーが、すでに取

り付けられています。

本体後部にある、左右 2ヶ 所の開閉 ロックを

カチッと音がするまでつ ま先で押 し下げます。

①幌をひろげ、②カゴ収納バックルをはずし

ます。

ハン ドルを持ち上げるようにすると、除々に

ひらきはじめ、カチャンと音がするまでひら

きます。

ご ・注 ・意 開閉ロックを下げたまま走行

しますと、ロックが解除されているため危

険です。ロックの状態にご注意 ください。

●ロックが解除されている。

● 開閉ロックが下がつ

て間に空きがある。

0ロックされている(走行のとき)

● 開閉ロックが上がっ

て間に空きがない。



リクライエングの角度を変えるときは、① リクライニ

ングレバーを指先で握 り、② 目的の角度に変えます。

リクライエングは、背を立てた位置、中間、寝かせた

位置の 3段階です。

開梱後跡ヴ本体|こ取り付けてくださしヽ。

リクライエングをいちばん倒した角度にして、アー

レストカバーの左右を確認し、①白い 「突起」をア

ムレスト内側前部の穴に差し込み、②後ろに水平に

ライドさせ、③後部のホックをはめます。

取りはずし方は、リクライエングをいちばん作」した

度に して、上記の逆の手順でおこないます。

ム

　

一
　

ス

角

アームレス トカバーを ｀

はずしたまま、赤ちゃ

んをベビーカーに乗せ

ることは危険ですので

おやめ ください。



ハン ドルグリップのハン ドルアジャス トボタンを左右

同時に押 しながら、角度をかえます。使いやすい高さ

でハン ドルアジャス トボタンから指をはなすと、自動

的に固定できます。

〔組み立て万〕

幌のジョイン ト部分を、アームレス ト後方の穴に、上

から差 し込みます。幌をひろげてください。

幌レバー(ハジキ)の関節部を指で押 し固定 します。

幌の後ろのゴム部分を、背面にかけます。

〔たたみ方)

幌レバーの関節部を、下から押 し上げてから、幌をた

たみます。

〔幌のはずしかた〕

ジョイント部分の、ツメをはずして、ジョイント部分

を引き抜きます。



ハン ドルロックを左右同時に引き上 げて、ハ ン ドルの

向きをかえます。カチッと音が して、 ロックされたか

確認 します。

方向転換がスムーズに行なえるよう車輛の向きが変わ

る機構をキャスターといいます。

ハンドルの向き (対面、背面)の どちらも、進行方向

の前部分の、車輪を回転させます。

〔キャスターを使用するとき〕

進行方向、前側のキャスター回ックレバーを下げて、

車輪を動かします。

(キャスターを使用しないとき〕

キャスター回ックレバーを上げ、ベビーカーを前後に

動かすと、自動的にロックします。

キャスターロックレ/
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リクライエング角度をいちばんたてた位置に

します。

①左右の幌レバーの関節部の中央を下から押

し上げてから③幌を後部にたたみます。

カゴ収納パックルをとめます。

ハンドルを背面位置にします。

キャスター回ックレバーを押しあげ、車輸を

固定 します。

本体後部にある、左右の開閉ロックを、カチッ

と音がするまでつま先で押 しさげます。

ハン ドルを前方向に軽 く持ちあげるようにし

ながら、前輪を支点にして矢印のように力を

加えると自然に折 りたためます。



２

３

●シー トベル ト (股ベル ト・腰ベル ト)は 、赤ちゃん

の成長に合わせて調節ができます。

赤ちゃんを乗せ、股ベル トと腰ベル トを体に

合わせます。赤ちゃんをいったんおろし、シー

トを持ち上げて股ベル トの長さを調整 します。

腰ベル トの長さをバックルのところで調節 し

てから、左右の長さを同じにします。

赤ちゃんを乗せて股ベル ト、腰ベル トの長さ

が体に合っているかをみます。

※このときベル トがゆるすぎたり、きつすぎ

たりしたら、 1に 戻って調節 し直します。

●腰ベル トは成長に合わせて、背面のベル ト穴位置を

上下に移動できます。

●万一、股ベル トをはずしたときや、腰ベル トのバッ

クルをはずしたときは、図①①のように確実にセッ

トして ください。

ご ・江 ・意 月受ベル トは、端末まで5 Cm以上の余

裕を取って、図①のようにセットしてください。

赤ちゃんは 1才前後から活発に動くようになりま

す。赤ちゃんを適切にホール ドする為にベル トは

ママの規指が入るくらいの余裕をもってしっかり

と締めてください。

⑤腰ベルト

ベビーカーから離れるときは必ずス トッパーをかけま

しょう。車輪の内狽1にある、オレンジ色のス トッパー

を左右両方とも倒 します。

ス トッパーがかかり、ブレーキ状態になっているか、

ベビーカーを前後に軽 く動かして確認 しましょう。

ストッパ



赤ちゃんが寝ているとき、足のせを出していると、楽

な姿勢で眠れます。

使用するときは、シー トを持ち上げ、座面にある足の

せパーをカチッと音がするまで引き出します。シー ト

を乗せ必ずホックをとめます。

使用しないときは、シー トのホックをはずし、足のせ

バーを座の中に押 し込みます。

〔シートを取りはずします)

リクライエング角度を一番ねかせた位置にします。シ
ー トの左右 3ヵ所ずつのホックをはずします。

次にシー トベル トをはずし、シー トを真上に引き抜き

ます。

(シートを取り付けます)

リクライエング角度を一番ねかせた位置にします。シ

ー トをかぶせシー トベル トを穴に通 し、ホックをかけ

ます。

ご ・注 ・意 シー トを取 り付けたとき、シー トベ

ル ト、アームレス トカバー、シー トのホックを、

忘れずセットしてく!ださい。

不完全なセッティングで赤ちゃんを乗せることは

危険です。



カゴを使用するときは、カゴ収納バックルの左右を握

リバックルをはずして、カゴを開きます。

カゴをイ費用 しないときは、カゴ収納バックルの、オス

(カゴ側)をメス (背画側)に差 し込みます。

ご ・ンェ・コ忌 ●カゴに角の とがった物を載せる

とメッシュの部分 を傷つけることがあ ります。

●カゴには 5k9までの荷物を入れ られますが、

縦長の重量物 を入れるときは横にねかせて くだ

さい。

●カゴに物 を入れたまま折 りたたまないで くだ

さい。

セーフティーガー ドは、赤ちゃんがつかまって体 を安

定することができ、 また外部の障害物から、赤ちゃん

をガー ドしています。

ガー ドが汚れて、▼S、きそうじをするとき以外は、いつ

も取 リイ寸けてイ費用 しましょう。

r取りほずtノ巧〕
アームレス ト外側にある、ガー ド取 り付けネジを図Q)

のように、 コインで背画の方向へ、90度ひね ります。

(ネジの溝がタテ方向になります。)

次に、アームレスト内側の溝に、コインを押し込み、
ガード取り付けネジを外側に取り出します。(図⑤)
ガー ドを取りはずした後は、アームレストに、ガード

取 り付けネジを再び差 し込み、コインでネジを前方ヘ

90度ひねります。(図⑥①)(ネジの溝がヨコ方向になり

ます。)

取 り付けネジが抜けないか、指で押 して確認 します。

t f破宅コイ寸|す= : !

ガー ド取 り付けネジを、 コインで背面の方向へ90度ひ

ね り(図⑥ ②)、はず します。セーフティーガー ドをア
ームレス トにセッ トし、ネジを差 し込み ます。 コイン

で前方へ90度ひね ります。(ネジの溝がヨコ方向にな り

ます。)

セーフティーガー ドが確実にセッ トされたか、アーム

レス ト内側の溝にコインを押 し込み、ネジが抜けない

かを確認 します。

セーフティーガー ドを軽 く持ち上げ、確実にセッ トさ

れたかチェックします。

ご ・注 ・
意 赤ちゃんを乗せたまま、セーフティ

ーガー ドを持 ってベ ビーカーを持ち上げないで く

ださい。

ガー ド取 り付けネジが、正 しい位置 (ネジの溝が

ヨコ)で セッ トされているかご確認 ください。



●シートが汚れたら

シートは洗濯機で丸洗いできます。水流調整を③にセ

ットして通常の洗剤を使用してください。

脱水したあと、日陰で平干 ししてください。漂白剤は

使わないで ください。

(シー トの着脱はHペ ージを、ご覧になりながら正 し

く行ないましょう。)

●日除け(幌)、アームレストカメヽ一、シートベ,レトが

汚れたら。

ブラシを使って、水洗いしてください。乾いた布で水

分をしS、きとった後、陰干 ししてください。汚れがひど

いときは、洗剤を水で薄めた液で汚れを取 り、水拭き

してください。

(各部品の着脱は、この取扱説明書を見ながら、正 し

く行ないましょう。)

●ベビーカー本体が汚れたら

車輪に付いた泥は、こまめにしS、き取 りましょう。

本体フレーム部分が汚れたときは、水を含んだ布で汚

れをしS、き取った後、乾いた布で水分を取 ります。

湿気をおびたまま放置 しますと、カビがはえることが

あります。乾いた布でvS、き取るように心がけましょう。

●注油がJul要と思われる場合

古 くなってきて、注油が必要と思われる場合は、必ず

潤滑油か潤滑剤を小量お使いください。(食用油はほこ

りが付き易 く、かえつて機能を低下させます。)

キャスター部への注油は、できるだけおやめ ください。

新らしいうちに注油すると、キャスターが回転 しすぎ

て、かえって機能を低下させます。

長期間ご使用のうちに、万一、泥や雨水などで、キャス

ターの回転が悪 くなってきたときは、以下のように潤

滑剤をご使用 ください。

潤滑斉」を、 2～ 3秒スプレーします。潤滑斉Jのノズル

をキャスター部分にはさみ込まないようにしてくださ

い。

※

くだ さい。




